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論文内容の要旨

本論文はプリンタの新しい方式として注目されている転写型静電プリンタの放電記録部の放電特性の

検討と，最適設計法に関する研究をまとめたもので，以下の 7 章から構成されている。

第 1 章は序論之、あり，転写型静電プリンタの必要性を示すと共に，記録性能の向上に，ピン電極と誘

電体聞の放電機構の解明および放電に関わる諸パラメータの適正化が不可欠であることを述べている。

次に，乙の種の放電機構に関する従来の研究を概観し，本研究の目的・意義を明らかにしている。

第 2 章では，潜像記録に必要な時聞に関する検討結果を述べている。放電機構の検討に用いた実験条

件について述べると共に 統計量の定量的な扱いが可能なラウェプロットを用い 放電パラメータであ

るピン電極材質，記録ノマノレス周期および記録電圧と潜像記録所要時間との関係を定式化している。

第 3 章では，潜像記録を行うに必要な記録電圧に関する検討結果を述べている。まず，空隙の潜像開

始電圧を理論的に検討し，次 l乙，誘電体層の表面電位，記録パルス幅，誘電体層の静電容量，およびピ

ン電極端面状態と潜像開始空隙電圧との関係を実験的に明らかにしている。さらに，誘電体層の静電容

量を考慮した実用的な潜像開始記録電圧について定式化を行っている。

第 4 章では，潜像強度を決定する潜像電圧についての検討結果を述べている。まず，放電機構をグロ

ー放電とみなし理論的に検討し，次に，記録電圧 記録層容量 ピン電極端面状態 および前回の潜像

記録の影響と潜像停止電圧について明らかにしているD さらに誘電体層の静電容量を考膚した実用的な

潜像停止記録電圧を求め これより潜像強度の定式化を行っている。

第 5 章では，以上の研究成果を確認するために試作した転写型静電プリンタの印字フ。ロセス(記録準

備・潜像記録・現像・転写)の最適設計条件の決定法について述べると共に そのときのドラム回りの
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電位分布について示している。さらに，最適設計条件l乙従って試作した静電記録装置の構成および記録

特性について論じ，良好な潜像記録が行われた乙とを実証している。

第 6 章では，印字の安定性および高速化をめざした新しいタイプの改良型潜像記録電極の構成と記録

特性について論じている。放電電極間距離により直流放電とパルス放電の 2 つの放電形態があり，それ

ぞれ異なる記録特性を示すことを明らかにしている。さらに，今後の実用化に対する残された問題点に

ついても述べている。

第 7 章は結論であり，得られた成果をまとめ，本論文の総括を行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，普通紙に記録できる点で注目されている新しい方式の静電プリンタにおいて，その記録性

能を左右する放電記録部の特性およびその最適設計法について研究した結果をまとめたもので，主な成

果を要約すると，次の通りである。

(1) 表面の平担な誘電体ドラムとリン青銅ピン電極を対応させる形の放電記録部を基本構造として，正

常な画像記録と見倣せる欠落率 1%以下の記録を実現するための静電潜像の記録所要時間，記録パノレ

ス周期および記録間隙電界の関係を明らかにしている。

(2) 潜像開始最小電圧，最適空隙距離ならびに印字の濃さを決める潜像停止電圧など，静電記録装置の

設計に必要なパラメータと放電記録部の構成要素との関係を理論と実験によって明らかにしている。

(3) 以上の研究結果から，所望の記録速度のトナ一転写型の静電記録装置が設計できることを示し，そ

の一例として， 3， 000 行/分の高速・高品位の記録装置を実現している。

(4) さらに保守性の点で問題となる記録用ピン電極の代りに 二つの電極間での放電で発生したイオン

によって静電潜像を形成する新しい方式を提案し，その安定な動作を確認し，一層の高速化にも有効

な方法であることを示している D

以上のように，本論文は，現在高性能化が強く要求されている画像出力機器の分野において，非接触

記録と構成の簡易さをあわせもつトナ一転写型静電記録方式の放電による潜像記録機構について多くの

有用な知見を得，さらにこれによって高速・高品位のプリンタを実現しており，電子工学とくに画像記

録技術の発展に寄与すると乙ろ大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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